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研究課題名 
メタバース空間 “MeForest” の体験に関する探索的観察研究 

― 初期動機づけ・継続意図・心理的安全性の観点から ― 

研究の対象 

2025 年度に、特定非営利活動法人 Peer 心理教育サポートネットワークが運営する放課後

等デイサービスを利用した児童生徒のうち、メタバース空間「MeForest」の体験に参加し、

基本属性（年齢・性別・学年等）とアンケート（体験前後の短い質問紙）が取得できた方（同

意が得られた場合はグループインタビューに参加した方を含む）の既存データを対象としま

す。 

研究の目的 

この研究は、学校に行くことに心理的な負担を感じている児童生徒を対象に、メタバース空間

「MeForest」を利用したときの体験を調べることを目的としています。 

具体的には、 

• 「また利用したいと思うかどうか（継続意図）」 

• 「利用してみたいと思うかどうか（初期動機づけ）」 

• 「安心して参加できたか（心理的安全性）」 

といった観点から、子どもたちがこの環境をどのように感じるかを明らかにし、将来的に学校

に通いにくい子どもたちへの支援に役立てることを目指します。 

研究の方法 

本研究では、新たに検査や調査をお願いすることはありません。 

放課後等デイサービスでの通常の支援活動の一環として、すでに説明と同意のもとで実施さ

れたアンケートやインタビューの結果を、匿名化したうえで横浜市立大学に提供し、統計的に

まとめて分析します。 

そのため、研究対象となる方に新たな負担が生じることはありません。 

研究期間 研究機関の長の許可日 ～ 西暦 2026 年 3 月 31 日 

研究に用いる 

試料・情報 

の項目 

【試料】 

本研究では新たに試料（血液や組織など）を取得することはありません。 

【情報】 

すでに取得された以下の情報を用います： 

• 基本属性（年齢、性別、学年、学校への通学状況など） 

• ゲームやマインクラフトの利用歴や嗜好 

• 利用体験に関するアンケート（初期動機づけ、継続利用意図、心理的安全性、使いや

すさ、交流のしやすさなど） 

• グループインタビューの自由記述（匿名化済み） 



YCU 倫理参考様式 3-2ver.3.0（20250401） 

 

情報公開用文書（横浜市立大学研究・産学連携推進センター 

で実施する医学系研究） 
（単施設研究用） 

試料・情報の 

授受 

本研究では、特定非営利活動法人 Peer 心理教育サポートネットワークが、支援活動の一環

として収集・匿名化したデータを、横浜市立大学に提供します。 

情報は、パスワードをかけた電子ファイルとして、セキュリティが確保されたオンラインスト

レージを通じて提供されます。受領したデータは、横浜市立大学 研究・産学連携推進センタ

ーにおいて、パスワード管理された USB に保存し、施錠管理された保管庫で厳重に管理しま

す。 

保管期間は、研究終了の報告日から少なくとも 5 年間、または成果の最終公表日から 3 年

間のいずれか遅い日までとします。その後も、個人を特定できない状態で学術研究目的の二次

利用に備えて保存を継続する場合があります。 

廃棄の際には、USB に保存された情報を復元できない方法で完全に消去し、必要に応じて記

録媒体自体も物理的に破壊して廃棄します。 

なお、本研究で用いるアンケートやインタビュー結果はすべて無記名であり、氏名や住所な

ど個人を特定できる情報は収集していません。 

個人情報の管

理 

研究に使用するデータはすべて匿名化されており、大学側が個人を特定できる情報を保持す

ることはありません。そのため、研究対象者のプライバシーが侵害されることはありません。 

試料・情報の

管理について

責任を有する

者 

【研究代表機関に集積された情報の管理】 

横浜市立大学 研究・産学連携推進センター 宮﨑 智之（研究代表機関・研究責任者） 

【共有された情報の管理】 

横浜市立大学 研究・産学連携推進センター 出村宣子 

利益相反 

利益相反とは、研究成果に影響するような利害関係を指し、金銭及び個人の関係を含むもので

す。本研究は、科学技術振興機構（JST）「共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）」本

格型・共創分野「若者の生きづらさを解消し高いウェルビーイングを実現するメタケアシティ

共創拠点」の研究費を用いて行います。開示すべき利益相反はありません。 

研究組織 

（利用する者

の範囲） 

【研究機関と研究責任者】 

横浜市立大学 研究・産学連携推進センター 

（研究責任者）宮﨑 智之 

【既存試料・情報の提供のみを行う機関と責任者】 

特定非営利活動法人 Peer 心理教育サポートネットワーク 

（責任者）代表 小山 秀之 

本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先までお申出下さい。 

本研究では、個人を特定できる情報を含まないかたちで情報の提供を受けます。当機関で個人を特

定することができないため、研究利用への拒否の連絡をいただいた際対応いたしかねますことをご了

承ください。 
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問合せ先および連絡先： 

 

横浜市立大学 研究・産学連携推進センター 

研究責任者 宮﨑 智之 

 

研究事務局（問い合わせ担当者）出村 宣子 

住所：横浜市西区みなとみらい 3-7-1 オーシャンゲートみなとみらい 8F 

TEL：050-3575-7535 

E-mail：demura.nob.fd@yokohama-cu.ac.jp 

 


